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LNTの教育体系には、アウェアネスワークショップ、トレーナーコース、マスターエデュ
ケーターコースの３段階があります。アウェアネスワークショップは、⼀般のアウトドア
ユーザーを対象にしたLNTの体験プログラム、トレーナーは、そのワークショップを開催で
きる指導者、マスターエデュケーターは、トレーナーの育成ができる指導者となっていま
す。つまり、３つの教育体系の中で、トレーナーは、⼀般のアウトドアユーザーに対して、
LNTを楽しく、分かりやすく伝える役割をになった、LNTの教育、普及において、極めて重
要な、最前線の指導者と⾔えます。活躍の場としては、キャンプカウンセラー、アウトドア
ガイド、アウトドアセンタースタッフ、キャンプ場スタッフ、学校教員などが挙げられま
す。

そのトレーナーを育成するトレーナーコースは、2⽇間のカリキュラムで構成され、LNT
７原則の基礎を理解すだけでなく、それらを体験を通じて、参加者に分かりやすく伝える
か、ティーチングスキルの獲得が最も重要な⽬標となります。参加者は⼀⼈１回以上特定の
トピックスでLNTのティーチングを⾏い、受講者役となった参加者全員で、そのティーチン
グがどうしたらより良くなるか徹底的にフィードバックを⾏います。こうして、2⽇間のカ
リキュラムが終わる頃には、参加者全員が、魅⼒的なLNTティーチャーへと成⻑します。

このワークショップでは、WEAJカンファレンス直前に⾏われる「LNTトレーナー下関
コース」において、最も魅⼒的だったティーチングを、カンファレンス参加者と⼀緒に体感
したいと思います。LNTのどのトピックスを学べるかは、蓋を開けてみてのお楽しみ。LNT
の必要性を理解するだけでなく、なぜLNTのワークショップがどれも⾯⽩いのか、プログラ
ム作りの「秘密」にも迫ってみたいと思います。LNTだけでなく、みなさんの野外指導のス
キルアップるにつながヒント満載のワークショップです。

リーブノートレイス（LNT:エルエヌティー）とは、環境
へのインパクトを最⼩限にしてアウトドアを楽しむための
テクニックです。７つの原則からできており、誰にでも分
かりやすく、簡単に実践することができます。⽇本国内で
の活動は、2013年にWEAJが国内で初めてマスターエデュ
ケーターコースを開催し、指導者養成が始まりました。
2021年には、NPO法⼈リーブノートレイスジャパンとして
独⽴し、LNTの教育と普及を引き継ぐこととなりました。


